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市町村が処理を行う 排出事業者が自ら、もしくは
委託を受けた許可業者が処理

を行う

※各ごみの呼称は、秋田市でのもの



２ ごみに関する我が国の動き

大量生産・大量消費・大量廃棄型から循環型社会へ

資源投入

生 産

消費・使用

廃 棄

処 理
（焼却・再生等） 埋立処分

発生抑制
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（２） 法体系
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３ 本市のごみ処理について

（１） 分別区分

家

庭

ご

み

資

源

化

物

粗 大 ご み

週２回

月１回

月２回

月２回

月２回

月２回

週１回

・ガラスくず、電球、竹串
  など危険なものは紙に
  包んでなるべく袋の中
　央に入れるか、「キケ
　ン」と書いた紙を貼って
　出す

・生ごみをだす際は、
  できるだけ水切り
  する

・白色発泡トレイは、
  スーパーなどの
  店頭回収に協力
  する

白 色 半 透 明 の
指 定 ご み 袋
（ 赤 印 刷 ）

透 明 の
指 定 ご み 袋
（ 緑 印 刷 ）

・家電品の電池は
  はずす

・判断がつかないものは
  「家庭ごみ」へ

・とがったものや、刃物
  などは、紙に包んで
  「キケン」と書く

透 明 の
指 定 ご み 袋
（ 緑 印 刷 ）

金 属 類

・キャップは「家庭ごみ」
・中を軽くすすぐ

袋 に は入 れず
回 収 箱 へ空 き び ん

・火のない風通しの良い
  場所で穴をあける

空 き び ん と 同 じ
回 収 箱 へ

透 明 の 指 定
ご み 袋 （緑 印 刷 ）

透明の小袋に入れ
て 空 き 缶 の 袋 へ

・中を軽くすすぐ

・ボタン型、充電型は
  販売店へ

ガ ス ・ ス プ レ ー 缶

空 き 缶

使 用 済 み 乾 電 池

ペ ッ ト ボ ト ル

古 紙 類

透 明 の 指 定
ご み 袋 （緑 印 刷 ）

・キャップは「家庭ごみ」

・中を軽くすすぐ

・塩ビボトルや食用油の
  ボトルは「家庭ごみ」

そ れ ぞ れ 分 け て
紙 ひ も で し ば る

・粘着テープで束ねない

・写真、防水加工紙、
  内側にアルミ加工
  された紙パックなどは
  「家庭ごみ」へ

金属製調理器具 小 型 家 電 製 品 骨が金属製のかさ

○新聞・チラシ ○雑誌・紙箱

○ダンボール ○紙パック

（金属の割合が50％以上のもの）

申 込 み 制 の 戸 別 有 料 収 集
一 辺 が 50cm を 超 え る
大 型 の 耐 久 消 費 財 な ど

種 類 ご み の 内 容 出 し 方 注 意 す る 点 収 集

ま た は

４

黄 色 の

有料指定
ごみ袋

（紙おむつ、
刈草、落葉
は透明の指
定ゴミ袋(緑
印刷）で、剪
定枝は50cm
以下に束ね
て排出可



５

家庭ごみ

もやせないごみ

資源化物

使用済み乾電池

粗大ごみ

資源化物

もやせるごみ

粗大ごみ

溶融炉稼働前 平成１４年度から

空きびん・空き缶・
ペットボトル・古紙類

空きびん・空き缶・ペットボトル
・古紙類・金属類・ｶﾞｽ･ｽﾌﾟﾚｰ缶
・使用済み乾電池

～５区分８分別～ ～３区分９分別～

（２） 収集体制
ア 家庭系ごみ

平成 ２５年 ４月１日現在

収集方法 収集形態

金 属 類

ペットボトル

空きびん

空 き 缶

使用済み乾電池

古 紙 ・ 古紙回収協会 １３台

戸別有料 ・委託 １社 ３台

※平成 ２２年度から全面委託

イ 事業系ごみ

排出者自ら総合環境センターへ搬入するか、許可業者へ委託

ステーション
方式

・委託 ２社 １４台

区 分

家 庭 ご み

粗 大 ご み

資

源

化

物

・委託 ６社 ５１台

ガス・スプレー缶 ６，４３５ヵ所



（３） 処理の流れ

(平成24年1月廃止)

家 庭 ご み

粗 大 ご み

資 源 化 物

 ･金 属 類

･ペットボトル

･空きびん

･ガス･スプレー缶

･空 き 缶

･使用済み乾電池

第２リサ イク ルプ ラザ

( 金 属 回 収 施 設 )

焼 却 施 設

溶 融 施 設

リ サ イ ク ル プ ラ ザ

( 再 資 源 化 施 設 )

最 終 処 分 場

資 源 化

 ･古 紙 類 民 間 施 設 等

鉄・アルミ

焼却残さ

飛　灰

雑

物

スラグ・メタル

破

砕

残

さ

６



４ 本市のごみの状況

（１） 排出量の推移

７

排出量の内訳（家庭系・事業系）
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（２） リサイクル率の推移
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（３） 最終処分量の推移
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注：Ｈ２４は岩手県の災害廃棄物、潟上市の一般廃棄物除く



５ 課 題
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９

ア 家庭系ごみ（資源化物を除く）

一人１日あたりの排出量を平成１１年度実績から１０％以上削減

イ 事業系ごみ（資源化物を除く）

年間排出量を平成１１年度実績から１５％以上削減

（１） ごみ減量目標との乖離
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ア 調査の概要
秋田市内の標準的なデータが得られるよう、排出者の生活スタイルや地域性等を

考慮して、市内に中央地域、東部地域、西部地域、南部地域、北部地域、河辺・雄
和地域の６カ所を設定、組成の季節変動をみるため、春・夏・秋・冬の計４回実施。

春：５月３１日(木)、６月１日(金) 夏：８月２３日(木)、同２４日(金)
秋：１１月２９日(木)、同３０日(金) 冬：２月２１日(木)、同２２日(金）

年間を通じた市全体の１袋あたり平均重量は４．５１４kgで、見かけ比重（１ℓ
あたりの重量）は、０．１１０kg/ℓとなっている。
季節別による市全体の平均重量は夏が５．０８０kgと最も重く、冬が４．０４３kg

と最も軽い。
地域別の年間の平均重量は、西部地域、南部地域および北部地域が市平均を上回り、

最も重いのは西部地域の約５．２kg、最も軽いのは中央地域の約４．１gである。

4.65
4.28

4.04

5.08

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

春 夏 秋 冬

（kg）

（２） 生ごみの減量と分別の徹底

※端数処理により数値が合わない場合がある。

2.5 1.2 2.3 0.5最　小 0.5 2.1 0.9

1.4 2.32.8

3.644

0.7

冬

平　均 3.045 5.358 3.382 3.693 4.588

0.7 1.3

4.022 4.282

最　大 8.0 9.1 11.6 9.0 6.5 6.1 11.6

3.637 6.818 4.767 3.433

2.4 1.2 2.8 1.2最　小 1.7 1.8 1.8

4.522 5.080

8.9 9.8 9.3 12.8 7.5 12.8

4.453 5.355 5.320 5.813

2.0 1.9 3.5 1.4最　小 1.8 1.4 2.8

4.652

7.5 5.8 8.5

2.3 0.5

春

平　均 4.395 4.379 5.209 4.673 4.879 4.533

4.514

最　大 10.6 21.7 11.6 9.8 12.8 7.5 21.7

北部 河・雄 全地域

年
間

平　均 4.116 4.457 5.191 4.613 4.678

【１袋あたりの重量】

区分 中央 東部 西部 南部

最　小 0.5 0.7

4.181

最　大 7.8 7.5 8.5 7.4

0.9 2.0 1.2

最　大 10.5

秋

平　均 4.273

最　小 2.0

夏

平　均 4.750

4.043

最　大 10.6 21.7 7.2 9.7 6.1 21.77.7

（単位：kg）
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～平成２４年度地域別家庭ごみ組成調査結果～

【１袋あたりの平均重量・季節変化】
全体平均:4.51 kg

イ 生ごみの含水率
ごみ袋中の生ごみの含水率を計測し、季節毎の変化を把握しています。
年間を通じた平均含水率は約79％で、季節別では高い順に夏が約８２％、

春が約７８％、秋、冬が約７７％最も低くなっています。



金属類, 0.2

資源化物, 1.4

草木･竹類, 2.1

ゴム･皮革類, 1.0
石･土砂類, 0.0

陶器･ガラス類, 1.1
コンクリート類, 0.0

衣類, 3.1
その他, 7.8

プラスチック類,
16.2

紙類, 16.3

生ごみ, 50.8

（３） 処理経費
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＊啓発活動等の発生抑制に関する経費も含んでいます

【ごみの組成割合】

ウ ごみ組成割合
年間を通した市全体の組成割合は、「生ごみ」が約５０．８％と最も高く、

次いで「紙類」が約１６．３％、「プラスチック類」が約１６．２％、となって
いる。

(単位:千円) (単位：円)

年度 収集 焼却・溶融 破砕 埋立
資源化物

収集
資源化物

処理
処理経費計

市民一人
当たり

19 1,062,689 2,714,672 164,177 110,322 216,414 223,105 4,491,379 13,764
20 1,039,998 2,920,201 178,522 79,714 214,663 220,086 4,653,184 14,339
21 1,017,300 2,503,788 177,535 107,163 209,621 210,977 4,226,384 13,068
22 883,627 2,429,890 141,867 98,836 244,587 207,336 4,006,143 12,438
23 892,542 2,343,430 136,744 103,671 242,637 188,809 3,907,833 12,178

(単位：千円) (単位：円)
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秋田市のごみ減量・リサイクル
等の取り組み

昭和55年５月 空きびん分別収集開始（旭川の西側、市内約２分の1の地区を月１回）

昭和56年５月
(財)ｸﾘ-ﾝ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ｾﾝﾀ-より「再資源化事業モデル都市」に指定
空きびん、空き缶を資源ごみとして全市で月１回分別収集

昭和58年６月
ごみの収集体制変更。
(全市可燃ごみ週２回、不燃ごみ月１回、資源ごみ月２回、粗大ごみ年２回)

昭和60年６月 使用済み乾電池の分別収集開始（月２回資源ごみと同時に回収）

平成元年４月 集団回収奨励金制度を創設、粗大ごみ収集を委託化し、年３回収集とする

平成５年６月 燃やせないごみ収集を月２回に変更

平成７年６月 古紙類のステ－ション回収を実施

平成９年４月
もやせるごみ・もやせないごみに指定袋導入（7.1完全実施）
粗大ごみ戸別収集（有料）開始

平成11年４月 ペットボトルの分別収集開始

平成14年４月
金属類、ガス・スプレ－缶の分別収集開始(３区分９分別の収集体制に)
指定ごみ袋の名称を「家庭ごみ用」、「資源化物用」に変更、家庭ごみ
の祝日収集開始

平成20年10月 レジ袋でのごみ出し特例廃止

平成24年７月 家庭ごみの有料化実施

～これまでの主な制度～
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～これまでの減量施策～

○ 集団回収奨励金制度 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成 元 年度～

○ シェイプアップワンエムワン作戦 ・・・・・・・・・・ 平成３～５年度

○ 生ごみ堆肥化容器設置購入費補助事業 ・・・・・・・・ 平成５～７年度

○ 家庭用電気生ごみ処理機購入費補助事業 ・・・・・・・ 平成13～15年度

○ 事業系ごみ減量・分別啓発事業・・・・・・・・・・・・・ 平成１３年度～

○ 子供環境活動サポ－ト事業 ・・・・・・・・・・・・・ 平成１５年度

○ 環境貯金箱作戦 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
平成１６年度～

２２年度

○ ごみ減量キャンペ－ン ・・・・・・・・・・・・・・・ 平成１６年度～

○ 市民版ＩＳＯ（ｅ－市民）認定システム ・・・・・・・ 平成１７年度～

○ ごみ減量・分別井戸端会議（出前講座） ・・・・・・・ 平成１７年度～

○ あきた環境楽会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成17～20年度

○ もったいないかわら版(奇数月に発刊/40施設に3枚配布)・・ 平成１９年度～

○ 家庭でできる生ごみ堆肥づくり学習会 ・・・・・・・・・ 平成１９年度～

（段ボ－ル箱・ＥＭ菌等）

○ エコアちゃんの環境にやさしい（親子）料理教室 ・・・・ 平成１９年度～

○ ごみ減量アイディアコンテスト・・・・・・・・・・・・・ 平成２０年度～

○ ごみ減量市民フォーラム・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成２３年度～
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６ ごみ減量に向けた取組

1２

(2) 家庭系ごみ減量・分別啓発事業
ごみ減量･リサイクルへの取組を促すことを目的に、市民団体
を対象としたタウンミーティングを開催するとともに、レジ袋
削減への取組を促す啓発活動を行う。

(3) 事業系ごみ減量・分別啓発事業

平成１３年度から職員による事業所訪問を実施しており、
リサイクル可能な古紙類など資源化物の分別徹底に関する指
導を行っている。
また、平成２０年度から事業活動に伴ってごみを多く排

出する事業者を対象にした減量指導も引き続き実施している。

(4) 生ごみ減量推進事業

家庭系生ごみの減量を一層推進するため、家庭ごみ有料化の還
元事業として生ごみを堆肥化する容器（コンポスタ）の購入に対
し補助し、ごみ減量に取り組む市民を支援をするとともに家庭で
手軽にできる生ごみ堆肥づくりの普及促進を図る。

(1) 資源集団回収推進事業
廃棄物の適正分別によるごみの減量とリサイクルの推進を図

るため、地域住民が自主的に地域の資源化物を回収する集団回
収の実施団体および回収業者に対し奨励金を交付する。



1３

○レジ袋削減懇談会開催実績
【第一回】H.２２年５月１９日：秋田市がごみ減量に係る取組
として「レジ袋削減に向けた取組に関する協定」を締結するこ
とを目標に開催(事業者:13社15名、市民団体:7団体11名)



1４

（４） 環境貯金箱作戦

ごみを減らすことで処理経費が節約できることを市民に周知す
るとともに、節約された経費を市民に還元することで、ごみ減量
意識を醸成し、市が処理するごみの減量につなげるもので、平成
１６年度から実施しています。

【対象とするごみ】 家庭ごみ・粗大ごみ（資源化物を除く）
【基準年度】 平成14年度（現在の分別区分に変更）
【節約単価】 ごみ１㌧あたり １，１５４円
【貯金額】 （当該年度の排出量－基準年度の排出量）×単価

【実 績】

○レジ袋削減懇談会開催実績
【第二回】H.２２年６月２８日：参加小売事業者数が増え、今
後の取組を話し合う(事業者:17社18名、市民団体:6団体7名)
【第三回】H.２２年７月１２日：レジ袋削減の啓発活動を推進
するため7つの市民団体が連携し「秋田の環境を考える市民
ネットワーク」を立ち上げました。

(事業者:12社15名、市民団体:7団体7名)

左：レジ袋削減キャンペーン開催状況
上：秋田市作製オリジナルマイバック

年度 ごみ排出量 減量分 貯金額 還元事業

Ｈ１６ １２１，０９８㌧ ３，８２３㌧ ４，４１２千円 －

Ｈ１７ １２６，７５３㌧ ３，４１７㌧ ３，９４３千円 －

Ｈ１８ １２６，２８２㌧ ３，８８８㌧ ４，４８６千円 オリジナルマイバッグの製作等

Ｈ１９ １２２，１１４㌧ ８，０５６㌧ ９，２９６千円 生ごみ水分減量学習会の開催等

Ｈ２０ １１６，０２１㌧ １４，１４９㌧ － 生ごみたい肥づくり学習会の開催等

Ｈ２１ １１５，０１３㌧ １５，１５７㌧ － 生ごみたい肥づくり学習会の開催等



（３） 処理経費の削減
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処理経費合計

ごみの減量に関するＰＲなど
２５５，８５２千円　（６％）

ごみの焼却・溶融など（６０％）
２，６８１，３２３千円

資源化物の収集・リサイクル（９％）
４２０，５９８千円

ごみの収集　（２３％）
１，０１７，３００千円

ごみの埋立（２％）
１０７，１６３千円
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＊啓発活動等の発生抑制に関する経費も含んでいます

○ごみ処理経費の内訳（総額：４，４８２，２３６千円）

ごみの減量に関するＰＲなど

２５５，８５２千円　（６％）

ごみの焼却・溶融など（６０％）

２，６８１，３２３千円

資源化物の収集・リサイクル（９％）

４２０，５９８千円

ごみの収集　（２３％）

１，０１７，３００千円

ごみの埋立（２％）

１０７，１６３千円
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１ ごみについて

※燃え殻・汚泥など
法令で定める20種類
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廃棄物

一般廃棄物

※排出者自ら、または委託して処理※市町村が処理

１



６ ごみ減量に向けた取組

1２

（１）ごみ減量説明会、キャンペーン等の開催

ごみの減量や分別についての意識啓発や、具体的な分別方法
等をお知らせするため、町内会やサークルなど市民団体の集ま
りや小中学校に職員が伺い説明会を開催するとともに、キャン
ペーン等を開催している。

【実績】
開催回数（回） 参加人数（人）

Ｈ２２ ２４８ １０，７４５
Ｈ２３ ４７４ １４，４１０
Ｈ２４ ２７０ １６，０２１
Ｈ２５ ４７ ５，４８４（７月２４日現在）

（２）事業系ごみの減量対策

平成１３年度から職員による事業所訪問を実施しており、
リサイクル可能な古紙類など資源化物の分別徹底に関する指
導を行っている。
また、平成２０年度から事業活動に伴ってごみを多く排

出する事業者を対象にした減量指導も引き続き実施している。
(多量排出事業者：平成２４年度１１２事業者）

（３）生ごみ減量に向けた取り組み

家庭ごみの約半分を占める生ごみの減量を促進するため、平成２４
年度から生ごみ堆肥化容器（コンポスター）の購入費を補助している。

【実績】
申請者数 合計基数

Ｈ２４ １，４５２ １，８７２
Ｈ２５ １１９ １６６ （６月３０日現在）


